
 

 

 

 

 

 

平成２７年も残りわずかとなりました。会員の皆様にとって、この１年どのような出来事があったでしょう

か。山口県養護教諭会では、今年は中国大会を引き受け、多くの方々にご参加をいただき、盛会のうちに終え

ることができました。これも理事並びに会員の皆様方のご協力のおかげと心より感謝申し上げます。引き続き、

会の運営にご協力のお願いをいたしますとともに、会員の皆様が健康で、子どもたちの明るい笑顔がいっぱい

の新年になることを願っております！！ 

 

  

 

 

 

８月６日（木）・７日（金）、富山県富山市において「生きる力を育む健康教育の推進と養護教諭の役割～学校保

健活動を円滑に進めるための組織的な取組～」を主題として、全国養護教諭研究大会が開催されました。 

【１日目】 

①記念講演：「生きる力の源、生活習慣の確立は一生もののプレゼント」 

講師 富山大学 理事・副学長 神川康子  

日本の子供の睡眠時間の短さに焦点をあて、睡眠習慣の重要性を科学的に伝えられる。また、ＨＰ「働く人の

ためのインターネット家庭教育講座」専門講座などを紹介され、「優先順位を考える力、好きなことをやっても

いいけど、自己コントロールできる力を。」、「１回の睡眠教育でも意識は変わる。」などの言葉が印象に残った。 

②基調講演：「生きる力を育む健康教育の推進と養護教諭の役割」 

       ～学校保健活動の推進と養護教諭の役割～ 

講師：文部科学省スポーツ・青少年局学校健康教育課健康教育企画室 健康教育調査官 岩崎信子 

「養護教諭の主な職務内容の５つとは？」、「健康観察の法的根拠は？」そんな問いかけから始まり、健康診断 

改正の概要（マニュアルは９月中に配布予定）、成長曲線や色覚、アレルギー疾患、心のケアの基本は健康観察、

保健室経営の指導講習会開催等について講話された。 

③シンポジウム：「生きる力を育む健康教育の推進と養護教諭の役割」 

          ～学校保健活動を円滑に進めるための組織的な取組～ 

コーディネーター：筑波大学教授・附属中学校長 野津 有司 

４名のシンポジストのご発表後、野津先生は『組織的に健康課題に取組むには、成果と課題を提示・共有し、

各々が専門性を発揮し、過度の依存を避けること、また互いの言葉かけが大事である』とまとめられた。 

【２日目】 

第２課題 保健室経営「組織的に機能する保健室経営の進め方」講師 順天堂大学 教授 釆女智津江 

課題解決型の単年度計画である保健室経営計画から、養護教諭が何を考え、何をしているかがわかり、発表者３

名ともに組織的に取組み、ＰＤＣＡのもと評価も生かされた実践だった。 

 

 

 Yogo Teacherｓ in 山口 ２０１５．１２．２１ 

No２９     発行 山口県養護教諭会 

平成２７年度全国養護教諭研究大会に参加して 



 

 

 

８月２０日（木）、山口市において、県内はもとより県外から多数の参加をえて、開催されました。大会午後から

の「養護教諭部会」を本会が担当いたしました。係としてお手伝いをしていただいた先生方、ご参加していただい

た先生方ありがとうございました。チーム養護教諭会ならではのおもてなしの対応や組織力を持って盛大に開催さ

れたことを大変感謝しています。ありがとうございました。大会内容につきましては、「のぞみ」５９号に掲載して

います。 

 参加された方々より「岩崎先生のお話が聞けてよかった。発表された３人の先生の実践はもちろんですが、参加

された先生方のご意見も参考になった。ぜひ実践してみたいと思うものもあったので、持ち帰り取り組んでみたい。」

という感想が多くありました。大変有意義で、また、学び合い、高め合う部会となりました。来年の中国大会の開

催県は、鳥取県です。皆様、ぜひ、ご参加ください。 

 

 

 

中国大会前日 8 月 19 日（水）に、山口市において中国地区４県の養護教諭

会が集まり中国地区養護教諭会連絡協議会が開催されました。「つなぐ」をキ

ーワードに、中国大会職域部会の運営等の協議や、各県の情報交換を行いまし

た。様々な課題がある中、次の時代を見据えて互いに思いを語り、整えるとい

う密度の濃い時間となり、改めて養護教諭会の力強さと役割を感じました。 

またこの連絡協議会には研修委員さんも参加し、事前準備や当日の運営等、大活躍でした。お陰で山口らしさあふ

れる実りある会になりました。お疲れ様でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月 19 日、その日は始まりました。 

パソコン、プロジェクター、ボンボン・・うちわ・・県庁から「花燃ゆ」のパネル・・のぼり旗、「ち

ょるる」の使用許可申請も済み、一人ひとりの思いを乗せて・・いざ山口へ集結！ 

研修委員として初めての顔合わせから 2か月。それぞれの持ち味や得意分野を生かし、“山口県”をア

ピールすることに６人の意識を集中してきました。準備を進める中で他では味わえないきずなを感じま

した。何があっても大丈夫と確信できました。そして、本番！山口県ＰＲクイズで会場は大盛況でし

た！！！ 

次の日の 20 日は一転、正装した“おもてなし”。何もかもが初めての体験で、右往左往の 6 人でした。

また、役員の先生方のきめ細やかな事前準備のもと、初めての事ばかりでしたが私たちにとって学び多

き研修会になりました。大勢の先生方に支えられ、この 2 日間を無事終えることができたことに今更で

すが感謝いたします。ありがとうございました。                研修委員一同 

第６０回 中国地区学校保健研究協議大会 盛会に終わる！ 

中国地区養護教諭会連絡協議会 開催 

中国大会を終えて・・・ 



 

 

 

10 月 23 日（金）、パストラルホールにおいて第 63 回山口県養護教諭

研究協議大会が開催されました。理事さん、岩国支部の会員さんのご協力

のもと、本年も盛会に終了できましたことに心よりお礼申し上げます。一

致団結したチーム山養会！という感じでした。 

【実践発表】テーマ「学校における疾病の予防と管理」 

〈指導助言者〉山口県立山口高等学校 非常勤養護教諭 山根美奈子 

〈実践発表者〉「小中連携で取り組むアレルギー疾患への対応 

        ～学校医と連携して行う実践研修～」 

         周南市立和田小学校 養護教諭 石村 祥子 

       「養護教諭の視点から『共有』を考える 

        ～生徒の安全・安心な学校生活を支援するために～」 

         宇部市立桃山中学校 養護教諭 伊藤美紀江 

【講演】「性同一性障害の子どもへの支援」 

〈講師〉岡山大学大学院保健学研究科 教授 中塚 幹也 

 

実践発表の石村先生からは、要管理生徒の緊急対応について、救急車到着までに時間がかかるため、中学校・学

校医・消防署と連携し、アクションカードを用いた研修会等について。伊藤先生からは、要管理生徒の情報共有の

在り方、様々な事例を想定した救急処置場面の校内研修等のご発表を頂き、多くの参加者の方が大変参考になった

とありました。指導助言者として大先輩である山根先生より、疾病の予防と管理には、事故の予防（リスクマネジ

メント）と事後対応（クライシスマネジメント）があるが、起きたことの影響を最小限にとどめる教職員集団や組

織をつくることが必要であり、養護教諭の危機意識をどのように広げていくかが校内研修のベースとなる。これか

らも効果的な研修の在り方を求めていってほしいなど、大変わかりやすく、多

くのご示唆を頂くことができました。 

 午後からは、性同一性障害について第一線でご活躍の中塚先生からユーモア

を交えたお話を頂き、最新の情報を得ることができました。感想では、信頼で

きる寄り添える養護教諭でありたい、全教職員の研修が必要、専門医の話が聞

けてよかったなどがあり、大変有意義な講演となりました。 

 

 

 

                   

 岩国支部 理事 中村由紀子 

第 63 回山口県養護教諭研究協議大会には、たくさんの方々にご出席いただき、本当にありがとうご

ざいます。本大会が周東パストラルホールでの開催となり、担当理事として初めて経験する私にとって

はとても不安でした。しかし、会の準備を進めていく中で副会長の小田先生の的確なアドバイスと役員

の先生方、岩国支部の先生方の温かい気持ちに支えられ、経験不足の私でも何とか会の運営に携わるこ

とができました。本当にありがとうございました。たくさんの方々の支えがあったからこそ、本大会を

無事に終えることができました。とても学びの多い貴重な経験をさせていただきましたことを心より感

謝いたします。 

第６３回山口県養護教諭研究協議大会を終えて 

県大会を引き受けて・・・ 



 

 

12 月 3 日（木）・4 日（金）に愛媛県のひめぎんホールにおいて、参加者数約千人をえて開催されました。 

【１日目】講演「子供たちの意志決定能力を育てる－健康教育とライフスキル教育のコラボレーション」

【１日目】講師 兵庫教育大学大学院 教授 西岡 伸紀  

＜内容＞保健教育における意志決定は、学習指導要領においても重視され、実際の指導では、発達段階を踏まえる

ことも大切である。ライフスキル教育は、保健教育で習得した知識を活用でき、日常的課題を取り上げ、意志決

定のステップ等を適用し、グループワーク等を通して課題対処能力や意志決定能力等を高める。健康教育に関す

る意志決定能力の育成には、健康教育とライフスキル教育を相互に関連づけることが有効と考える。 

【２日目】課題別研究協議会 

第３課題 心の健康 

研究協議題「豊かな人間性と社会性を育み、心の健康の保持増進を目指す教育の進め方」 

家庭や地域社会との融合を図りながら学校教育全般を通した小学校(愛媛県)の取組、中学校生活への不安を取り

除くための心の健康づくりと健康相談を進めた中学校(徳島県)の取組、高等支援学校(岡山県)では、地域と連携して

行っている自己有用感を高める地域型学習や生涯につながる心の健康づくり、環境整備の取組が発表された。３校

に共通することは、①子どもの実態をしっかり把握している、②子どもたちにこうなってほしいという熱い思いと

ビジョンがある、③①②をふまえて人がつながっていき、取組の輪が広がり、成果につながっていると感じた。講

師の「100％の健康、100％の病気はなく健康度という考え方」「環境を整えると心の健康度が増す」「健康度は伝

染する」「なんとかなる」等の言葉が心に残った。 

第４課題 性に関する指導  

研究協議題「生涯を通じて健康な生活を営むための資質や能力を育てる性に関する指導の進め方」 

『性に関する指導資料「LIFE」』（松山市教育委員会作成）を基本にした小学校の組織的・計画的な取組、中学校

では「性に関する指導部会」を立ち上げ指導内容等を見直し・ブレインストーミング等を活用した学級活動・保護

者アンケート・ブログ等の活用等、高校では「エイズとその予防」の保健学習・近隣中学校への訪問授業の実施等

が発表された。野津先生より「高校２年生の生徒が、妊娠が心配と相談してきたら、まず何と返事をしますか」と

問いかけられ、「言ってくれてありがとう」が大切ではと。中教審答申（H20.1.17.）の説明や「意志決定」と「意

思決定」の違いや、最後に、ぼくは教育には哲学が大切と思っていますとおっしゃったことが印象に残った。 

第５課題 歯・口の健康づくり 

研究協議題「生涯にわたる健康管理の基盤となる歯・口の健康づくりの進め方」 

 特別支援学校における効果的な実施と結果等を活用した歯科保健活動、高等学校における保健学習・学校行事等

での保健指導・歯科受診指導・関係機関との連携、小学校における学校・家庭・地域との連携の取組が発表された。

講義で、歯科保健教育の要点とは、口腔疾患の特徴をしっかり伝え、保健行動変容に結び付ける教育であると言わ

れ、『老後に後悔させない教育の大切さ』ということが印象的だった。 

第８課題 学校事故防止対策 

研究協議題「事故・事故災害を未然に防ぐ事前の危機管理や発生時の適切な対応について」 

柔道部活動中の事故、体育時の事故を教訓に、事故の原因究明と発生防止策、さらに普及活動の継続実施の事例

等が発表された。どちらも被災生徒の保護者の、『事故の真実を知りたい』『再び起こらないで欲しい』という願い

を受け、市教育委員会が誠意を持って対応されていた。両事例とも母親が「我が子を忘れないで欲しい」と、現在

も安全指導や AED の普及活動に携わられている。その姿に、安全管理の重みを強く感じた。 

 

  

 

 

 

 

来年度は、平成 28 年 10 月 27 日（木）・28 日（金）、場所は北海道です。 

平成２７年度全国学校保健・安全研究大会に参加して 

日本薬剤師会 学校薬剤師活動協力者 感謝状 山口県立岩国商業高等学校東分校 平田奈奈美先生 

第４６回全国学校保健・学校医大会 日本医師会長表彰 防府市立松崎小学校 中村安都子先生 

 



 

 

 

 

 

 

 

 山口県立下関中等教育学校と山口県立宇部総

合支援学校美祢分教室を訪問させていただきま

した。  

両校ともに、めざす学校像、めざす子ども像を

どのように保健室において具現化していくか？

と意識された空間でした。加えて、養護教諭の先

生方のパーソナリティや子どもたちへの思いが

色づけされているという印象が強く残りました。

ホームページ編集委員になって、その業務はいま

だに私にとっては謎の言葉が飛び交っている状

態ですが、保健室訪問をさせていただいたことは

本当に嬉しく、これは「おいしい仕事だぞ」と思

っております。ぜひ、一緒にホームページ編集委

員をしませんか？感想というよりは勧誘です

(笑)。 宇部市立桃山中学校  伊藤美紀江 

 山口県立宇部総合支援学校美祢分教室の保健

室訪問をさせていただきました。本年度開校と

いうこともあり、無事に開校を迎えるまでのス

トーリーや分教室ならではの工夫など、本当に

たくさんのお話を聞くことができました。保健

室の雰囲気も、藏重先生のお人柄もとてもあた

たかく、「いつまでもここで話していたい！」

とつい発してしまうほどでした。私は昨年に引

き続き、保健室訪問をさせていただきましたが、

昨年とはまた違った雰囲気の保健室に出会い、

自校の保健室経営を見直す良い機会となりまし

た。本当にありがとうございました。 

   山口県立防府商工高等学校  住吉直子 

 高森みどり中学校・高森高等学校と柳井市立柳

井小学校を訪問させていただきました。高森みど

り中学校・高森高等学校は、養護教諭が二人いる

いいところと一人のいいところを兼ね備えた保

健室で、「お互いが宝です」と言われるのもなる

ほど納得。お二人の連携が子どもたちに還元され

ているのが、目に見えて分かり、このような保健

室で働いてみたいと心から思いました。 

 また、柳井市立柳井小学校では、整った設備を

十分に生かしながらも、手書きや手作りを基本と

した先生の姿勢に、大変感動しました。ハード、

ソフトの両面においてオープンであり、保健室の

理想が実現されていると感じました。 

 学校や校種が違うだけで、これほど違うものか

と驚き感動したこの保健室訪問。大変良い学びと

なりました。 

   山口県立熊毛北高等学校  竹永愛子 

 

 

 高森みどり中学校・高森高等学校と柳井市立柳

井小学校を訪問させていただきました。どちらの

学校の保健室も、温かい雰囲気で、児童生徒が安

心して来室できる空間だなと感じました。夏休み

中の訪問でしたが、普段の保健室の様子を見せて

いただいているかのように詳しく教えていただ

き、大変勉強になりました。 

 保健室訪問は、毎回新たな発見があり、それと

同時に「これもやらなきゃ。これもできてない。」

という自分への反省があり・・・。よい刺激を受

けると共に、自校の保健室経営や養護教諭として

の在り方を改めて考えるよい機会になっていま

す。本当にありがとうございました。 

      岩国市立本郷小学校  江口覚美 


